
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
方

社
会
福
祉
法
人

芝
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
フ
レ
イ
ル
と
は「
心
身
が
老
い
衰

え
た
状
態
」と
さ
れ
、サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

は「
筋
肉
量
の
減
少
に
伴
う
筋
力
や

身
体
機
能
の
低
下
」を
指
し
ま
す
。

こ
れ
ら
が
進
行
す
る
と
様
々
な
病
気

を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
・
サ
ル
コ
ペニ
ア
は
、日
々

の
運
動
や
食
事
、生
活
習
慣
を
見
直

す
こ
と
で
予
防
・
改
善
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
健
康
的
な
生
活
を
送

る
た
め
に
、
専
門
家
の
話
を
聞
い
て

み
ま
し
ょ
う
！

日
時

10
月
21
日
㈫

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

（
受
付
：
午
後
1
時
15
分
〜
）

会
場

芝
山
町
役
場
南
庁
舎　
1
階
研
修
室

内
容

　
フ
レ
イ
ル
に
関
す
る
基
礎
知
識
、

予
防
・
対
策
方
法
（
自
宅
で
で
き
る

運
動
）

講
師

国
際
医
療
福
祉
大
学
成
田
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
部

阿
部
理
学
療
法
士・高
原
理
学
療
法
士

参
加
費　
無
料

申
込
み
方
法

10
月
14
日
㈫
ま
で
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

そ
の
他

　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
77
‐
３
９
２
５

問

▲二次元コード
からもお申込み
いただけます

　
「
芝
山
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
参

加
の
形
式
と
な
る
た
め
、
気
軽
に
好

き
な
種
目
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（
9
月
上
旬
掲
載
予
定
）

■
会
場　
芝
山
町
総
合
運
動
場

■
日
程

10
月
12
日
（
日
）

■
競
技
種
目　
「
宅
配
便
リ
レ
ー
Ⅱ
」

「
運
し
だ
い　
サ
イ
コ
ロ
リ
レ
ー
」「
パ

ン
食
い
競
争
」ほ
か

第
３
回
芝
山
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
77
‐
１
８
６
１

問

■
支
給
要
件

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
た

と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け

　
が
の
初
診
日
が
次
の
い
ず
れ
か
の

　
間
に
あ
る
こ
と
。

・
国
民
年
金
加
入
期
間

・
20
歳
前
ま
た
は
60
歳
以
上
65
歳
未

　

満（
国
内
に
住
ん
で
い
る
方
の
み
）

　
の
年
金
未
加
入
期
間　
（
老
齢
基

　

礎
年
金
を
繰
り
上
げ
て
受
給
し
て

　
い
る
方
を
除
く
）

②
障
害
の
状
態
が
、障
害
認
定
日（
初

　

診
日
か
ら
１
年
６
カ
月
経
過
し
た

　
日
、ま
た
は
１
年
６
カ
月
以
内
に
症

　
状
が
固
定
し
た
場
合
は
そ
の
日
）ま

　
た
は
20
歳
に
達
し
た
と
き
に
、障
害

　

等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級
の
状
態

　
に
な
って
い
る
こ
と
。

※
障
害
認
定
日
に
障
害
の
状
態
が
軽

　
く
て
も
、
そ
の
後
重
く
な
っ
た
と

　
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

　
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制
限

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
、
現
役
世
代
の
方
も
含
め
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
年
金
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

障
害
基
礎
年
金
の
制
度
に
つ
い
て

③
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
に
保
険
料

　
を
納
め
た
期
間
・
保
険
料
の
免
除

　
期
間
・
納
付
猶
予
期
間
・
学
生
納

　
付
特
例
期
間
の
合
計
が
、
加
入
す

　
べ
き
期
間
の
３
分
の
２
以
上
あ
る

　
か
、
直
近
１
年
間
に
保
険
料
の
未

　
納
が
な
い
こ
と
、
ま
た
は
20
歳
前

　
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
。

■
受
け
ら
れ
る
年
金
額

（
※
令
和
７
年
４
月
分
よ
り
金
額
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
）※
左
表
の
と
お
り

町
民
税
務
課
国
保
年
金
係
☎
77
‐
３
９
１
2

問

■
子
の
加
算
額

　

受
給
者
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

る
子
が
い
る
と
き
に
加
算
が
さ
れ
ま
す
。

　
（
子
と
は
、18
歳
に
な
って
最
初
の
３

　
月
31
日
ま
で
の
子
、ま
た
は
20
歳
未

　
満
で
１
・
２
級
の
障
害
が
あ
る
子
）

※
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
と
、

　
障
害
に
な
っ
た
場
合
で
も
障
害
基

　
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
可

　
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
納
付
が
難
し
い
場
合
、
免
除
制
度

　
を
利
用
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
国
保
年
金
係
に
ご
相
談
く

　
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
 ０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

ま
た
は
国
保
年
金
係
ま
で

昭和31年4月2日
以後生まれ

1,039,625円
+子の加算額※

昭和31年4月1日
以前生まれ

1,036,625円
+子の加算額※

●１級

●２級

※１人目・２人目
　１人につき２３４,８００円
※３人目以降
　１人につき７８,３００円

昭和31年4月2日
以後生まれ

831,700円
+子の加算額※

昭和31年4月1日
以前生まれ

829,300円
+子の加算額※

Ｑ
．保
険
治
療
の
対
象
に
な
る
負
傷

は
？

Ａ
．急
性
な
ど
の
外
傷
性
の
打
撲
・

捻
挫
・
挫
傷
（
肉
離
れ
な
ど
）
・
骨

折
・
脱
臼

※
骨
折
・
脱
臼
に
つ
い
て
は
医
師
の

　
同
意
が
必
要
で
す
。
（
応
急
処
置

　
を
除
く
）

　
骨
・
筋
肉
・
関
節
の
ケ
ガ
や
痛
み

　
で
、
そ
の
負
傷
原
因
が
は
っ
き
り

　
し
て
い
る
と
き
。

Ｑ
．保
険
治
療
の
対
象
に
な
ら
な
い

負
傷
は
？

Ａ
．単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
な

ど
の
慢
性
的
な
症
状
。
季
節
の
変
わ

り
目
に
よ
る
体
の
痛
み
。

・
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病
や

　
症
状
の
改
善
の
み
ら
れ
な
い
長
期

　
の
施
術
。

・
保
険
医
療
機
関
で
同
一
の
部
位
の

　
治
療
・
シ
ッ
プ
や
痛
み
止
め
な
ど

　
の
処
方
を
受
け
て
い
る
時
。

・
ケ
ン
カ
や
交
通
事
故
な
ど
第
三
者

　
が
原
因
と
な
る
も
の
（
※
役
場
に

柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接
骨
院
）
の
施
術
に
は
、
そ
の
負
傷
原
因
や

症
状
な
ど
に
よ
っ
て
国
民
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
と
使
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

整
復
師
の
施
術
を
正
し
く
受
け
ま
し
ょ
う

　
届
出
が
必
要
で
す
。
）

・
家
族
の
付
き
添
い
で
来
た
つ
い
で

　
に
施
術
。
慰
安
目
的
の
あ
ん
摩
・

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
代
わ
り
の
利
用
。

Ｑ
．柔
道
整
復
師
の
施
術
を
正
し
く

受
け
る
に
は
？

Ａ
．次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝
え
る
。

・
療
養
費
支
給
申
請
書
の
内
容
（
負

　
傷
部
位
・
理
由
・
治
療
日
な
ど
）

　
を
よ
く
確
認
し
、
自
分
で
署
名
な

　
ど
を
す
る
。

・
領
収
証
を
も
ら
い
保
管
す
る
。

・
治
療
が
長
引
く
場
合
は
一
度
医
師

　
の
診
断
を
受
け
る
。

※
整
骨
院
や
接
骨
院
で
施
術
を
受
け

　
た
方
に
は
、
施
術
内
容
を
確
認
す

　
る
た
め
に
、
後
日
「
施
術
内
容
調

　
査
票
」
を
お
送
り
す
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
適
正
な
運

営
の
た
め
、
調
査
票
が
届
い
た
際
は

領
収
書
を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
回
答

く
だ
さ
い
。

町
民
税
務
課
国
保
年
金
係
☎
77
‐
３
９
１
３

問

介
護
予
防
普
及
啓
発
講
演
会

フ
レ
イ
ル
・
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
予
防

「
自
宅
で
も
継
続
で
き
る
！
生
活
習
慣・運
動
習
慣
」
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TOWN INFORMATION 町からのお知らせ


